
須坂市須坂伝統的建造物群保存地区シンポジウム

わたしたちの町並みを
未来へ引き継ぐために

開催日時

会場

令和 6年（2024）

須坂市

13：00～16：307月28日（日）

生涯学習センター
３階ホール

参加費
無料
申込不要

駐車場案内
関連情報は
こちら

須坂市では、地域住民の皆様のご理解・ご協力のもと、30年以上にわたって町並みの保存に取り組んでまいりました。
令和6年（2024）5月17日に国の文化審議会から文部科学大臣へ、「重要伝統的建造物群保存地区」選定の答申があり、
今後の官報告示を経て正式に選定となりますが、これを記念してシンポジウムを開催いたします。

『重伝建選定への取り組みと
これからのまちづくりについて』

『保存地区の特長と価値』
講師：土本 俊和 氏

（信州大学工学部 教授・須坂市伝建保存審議会 会長）

『保存地区のこれまでとこれから』
講師：西村 幸夫 氏

（國學院大學観光まちづくり学部 学部長・教授）

タイムスケジュール 基調講演

パネルディスカッション

12：30　開場・受付

13：00　開会

13：20　基調講演

14：10　基調講演

15：15　パネルディスカッション

16：30　閉会

須坂市大字須坂747番地イ（常盤町）

〈主催〉須坂市
〈お問合せ〉須坂市社会共創部文化スポーツ課重伝建推進係

TEL：026-248-9027　E-mail：bunkasports@city.suzaka.nagano.jp



わたしたちの町並みを未来へ引き継ぐために
須坂市須坂伝統的建造物群保存地区シンポジウム

重伝建選定へのこれまでの取り組みや、保存対策調査を通して把握した須坂の町並みの特長や価値、さらには重伝
建選定後のこれからのまちづくりに関して学識経験者や地域住民、行政のそれぞれ立場でパネルディスカッション
を行います。重伝建選定をスタートラインと捉え、これからの須坂について一緒に考えましょう。

講師：西村 幸夫 氏
    　  （國學院大學観光まちづくり学部 学部長・教授）

講師：土本 俊和 氏
     　 （信州大学工学部 教授・須坂市伝建保存審議会 会長）

梅干野 成央 氏 小林 義則 氏

山上 万里奈 氏 梅津 章子 氏 三木 正夫

信州大学工学部 准教授
須坂市伝建保存審議会 委員

1961年東京都生まれ。東京大学工学部建築学科卒、同大学院修了。株式会社国建建築
設計部首里城復元グループ勤務、土本建築都市研究室を開設。その後、東京工芸大学助
手、信州大学助手、助教授を経て、2001年より信州大学工学部教授。海外では、レス
ター大学都市史研究センター研究員（イギリス）などを歴任。博士（工学）。

1952年福岡県生まれ。 東京大学工学部都市工学科卒、同大学院修了。 明治大学助手、東
京大学助教授を経て、1996年より東京大学教授。 その後、東京大学副学長、東京大学先端
科学技術研究センター所長、東京大学大学院教授、神戸芸術工科大学大学院教授を経て、
2020年より現職。 海外では、アジア工科大学助教授（バンコク）、 MIT客員研究員、コロン
ビア大学客員研究員、フランス国立社会科学高等研究院客員教授などを歴任。 工学博士。

須坂景観づくりの会 理事長
須坂市伝建保存審議会 副会長

保存地区の町並み

店舗の横に設けられた脇門

ぼたもち石積み

元塩尻市文化財課 担当課長 
須坂市伝建保存審議会 委員

ゲストハウス蔵 代表 文化庁文化財第二課
主任文化財調査官

須坂市長

渡邊 泰 氏

コーディネーター

パネルディスカッション　『重伝建選定への取り組みとこれからのまちづくりについて』

基調講演　『保存地区の特長と価値』

基調講演　『保存地区のこれまでとこれから』

パネリスト


